
新
年
を
迎
え
て
、
昨
年
の
ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
の
闘

い
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

静
岡
県
で
暴
露
さ
れ
た

Ｊ
Ｒ
東
海
の
傲
慢
さ
と

不
誠
実

昨
年
の
リ
ニ
ア
問
題
の
焦
点
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
大

井
川
の
水
源
問
題
を
め
ぐ
る
静
岡
県
と
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
交

渉
で
し
た
。
こ
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
、
静
岡
県
が
専
門
家

を
委
員
に
加
え
て
、
科
学
的
根
拠
を
求
め
る
質
問
を
し
た

の
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
ま
と
も
な
回
答
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
ま
す
。

国
交
省
が
仲
裁
に
乗
り
出
し
ま
し
た
が
、
鉄
道
局
長
が

静
岡
県
職
員
に
対
し
て
、
上
か
ら
目
線
で
横
柄
な
態
度
を

取
っ
た
た
め
に
、
却
っ
て
川
勝
・
静
岡
県
知
事
を
怒
ら
せ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
事
態
の
本
質
は
、
リ
ニ
ア
工
事
計
画
に
対
す
る
Ｊ

Ｒ
東
海
の
事
前
の
環
境
影
響
評
価
が
ず
さ
ん
で
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
露
呈
し
た
も

の
で
あ
り
、
静
岡
県
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

沿
線
の
闘
い
で
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
も
変
化
が

前
述
の
問
題
で
、
大
村
・
愛
知
県
知
事
が
、
「
開
通
時

期
が
遅
れ
る
」
と
大
騒
ぎ
し
て
く
れ
た
お
陰
で
、
マ
ス
コ

ミ
も
段
々
と
リ
ニ
ア
工
事
の
問
題
に
関
心
を
向
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

年
末
に
、
中
日
新
聞
は
１
２
月
１
２
日
か
ら
朝
刊
で
、

２
５
日
か
ら
は
夕
刊
で
、
そ
れ
ぞ
れ
３
回
シ
リ
ー
ズ
を
、

朝
日
新
聞
は
１
２
月
２
３
日
か
ら
夕
刊
で
、
５
回
シ
リ
ー

ズ
を
組
み
、
沿
線
各
地
で
生
じ
て
い
る
問
題
を
連
載
し
ま

し
た
。
少
し
前
で
し
た
ら
、
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
単
に
静
岡
県
知
事
の
言
動
だ
け
で
は
な
く
、
長

野
、
岐
阜
を
始
め
と
し
て
、
沿
線
各
地
の
住
民
が
、
工
事

の
排
出
土
の
処
理
や
用
地
買
収
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な

抵
抗
を
し
て
き
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

リ
ニ
ア
新
幹
線
の
工
事
は
、
ま
さ
に
「
掘
っ
て
み
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
」
工
事
の
連
続
で
す
。
今
年
は
愛
知
県

内
で
大
深
度
地
下
工
事
が
本
格
化
す
る
で
し
ょ
う
。
Ｊ
Ｒ

東
海
に
と
っ
て
不
測
の
事
態
が
発
生
す
る
こ
と
が
十
分
に

考
え
ら
れ
ま
す
。
動
き
を
注
視
し
て
い
か
ね
ば
と
思
い
ま

す
。中

間
判
決
を
乗
り
越
え
て
前
進
へ

し
か
し
、
一
方
で
私
た
ち
は
大
き
な
問
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

昨
年
１
１
月
末
に
、
緊
急
の
お
便
り
と
し
て
、
東
京
地

裁
へ
の
中
間
判
決
の
中
止
要
請
ハ
ガ
キ
の
提
出
を
お
願
い

し
、
多
数
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
同
封
の

「
ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
訴
訟
ニ
ュ
ー

ス

第
１
９
号
」
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
よ
う
に
、
東
京
地
裁
は
、

私
た
ち
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、

原
告
を
ふ
る
い
落
と
す
た
め
の
中

間
判
決
を
３
月
３
０
日
に
言
い
渡

す
と
通
告
し
ま
し
た
。

中
間
判
決
の
内
容
は
予
断
を
許

し
ま
せ
ん
が
、
原
告
適
格
を
否
定

さ
れ
た
原
告
の
み
な
さ
ん
に
は
直

ち
に
上
訴
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
、

裁
判
所
の
判
断
と
は
関
係
な
く
「
ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！

訴
訟
」
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
た
め
に
共
に
闘
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
小
林
）
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「
中
間
判
決
」
を
乗
り
越
え
て

ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
の
闘
い
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

第 １8回口頭弁論
２０20年3月30日 (金）１４：３０～

東京地裁大法廷

傍聴席を埋め尽くし、中間判決の

結果によって対応を決めましょう！

環境破壊 生活破壊
景観破壊 倫理破壊 時代錯誤

リニアはいらない！
ＪＲ東海は生き残れるのか？



愛
知
県
内
で
着
手
さ
れ
て
い
る
リ
ニ
ア
の
工
事
か
ら
の

発
生
土
の
量
は
、
〈
表
１
〉
の
と
お
り
で
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は

概
算
６
５
０
万

立
方
メ
ー
ト
ル

と
言
っ
て
い
ま

す
。
愛
知
県
内

の
発
生
土
処
分

地
と
し
て
は
、

早
く
か
ら
、
通

称
「
瀬
戸
の
グ

ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ

オ
ン
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
愛
知

県
珪
砂
鉱
業
協
同
組
合
の
採
掘
跡
地
が
話
題
に
な
っ
て
お

り
、
そ
こ
の
受
け
入
れ
容
量
が
約
１
千
万
立
方
メ
ー
ト
ル

あ
る
こ
と
を
耳
に
し
て
、
私
た
ち
も
、
愛
知
県
の
排
出
土

処
分
問
題
は
基
本
的
に
は
解
決
済
み
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
推
移
を
見
る
と
、
今
な
お
Ｊ
Ｒ

東
海
が
ア
チ
コ
チ
と
処
分
先
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
記
述
は
順
不
同
に
な
り
ま
す
が
、
分
か
っ

た
範
囲
内
で
現
状
を
報
告
し
ま
す
。

名
城
非
常
口

湧
水
事
件
で
一
昨
年
末
以
来
１
１
ヶ
月
工
事
が
中
断
し

た
名
城
非
常
口
か
ら
の
発
生
土
は
、
当
初
は
瀬
戸
へ
と
説

明
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
着
工
前
の
土
壌
検
査
で
基
準
以

上
の
鉛
が
検
出
さ
れ
て
、
そ
の
部
分
の
土
は
、
知
多
半
島

の
処
理
業
者
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。

昨
年
１
２
月
の
工
事
再
開
時
に
は
、
愛
西
市
に
あ
る
愛

知
県
の
広
域
防
災
拠
点
施
設
の
造
成
工
事
と
、
大
府
市
北

山
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
宅
地
造
成
工
事
と
に
、
い

ず
れ
も
Ｊ
Ｒ
東
海
が
搬
入
費
用
を
負
担
し
て
活
用
す
る
と

の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

坂
下
非
常
口

最
も
早
く
瀬
戸
へ
の
搬
入
が
明
ら
か
に
な
っ
た
工
事
箇

所
で
す
。
Ｊ
Ｒ
東
海
と
瀬
戸
市
自
治
会
連
合
会
交
通
安
全

環
境
衛
生
部
会
と
の
間
で
一
定
の
約
束
事
項
が
あ
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
現
在
は
搬
入
が
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
春
日
井
リ
ニ
ア
を
問
う
会
」
の
川
本
正
彦
さ
ん
に
よ
れ

ば
、
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー
ソ
ン
工
法
の
機
械
の
故
障
の

よ
う
だ
と
言
う
こ
と
で
す
。

西
尾
非
常
口

こ
こ
か
ら
の
発
生
土
は
、
美
濃
帯
と
い
う
水
や
空
気
に

触
れ
る
と
化
学
変
化
を
起
こ
す
土
を
含
む
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
当
初
、
多
治
見
市
内
の
民

間
業
者
が
も
つ
処
分
場
へ
の
搬
入
と
説
明
し
ま
し
た
が
、

昨
年
５
月
に
突
然
、
瀬
戸
市
に
搬
入
す
る
と
の
回
覧
が
回

さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
に
変
更
理
由
を
た
だ
し
ま
し
た

が
、
民
間
業
者
と
の
交
渉
が
不
調
に
な
っ
た
と
い
う
だ
け

で
、
そ
の
内
容
は
民
々
の
交
渉
だ
か
ら
言
え
な
い
と
い
う

返
事
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
川
本
さ
ん
の
調
査
で
は
、
春

日
井
市
の
民
間
業
者
の
処
分
地
に
運
ば
れ
て
い
る
形
跡
が

あ
っ
て
、
瀬
戸
が
ど
の
程
度
使
わ
れ
て
い
る
か
分
か
ら
な

い
と
の
こ
と
で
す
。

名
古
屋
駅
の
工
事

Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
交
渉
で
、
三
河
湾
明
海
地
区
の
埋
立
用

に
搬
入
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
埋
立
が
で
き

る
根
拠
と
な
る
公
文
書
の
公
開
請
求
を
し
た
と
こ
ろ
、(

株)

総
合
開
発
機
構
が
愛
知
県
知
事
に
提
出
し
た
平
成
２
８
年

３
月
１
０
日
付
の
公
有
水
面
埋
立
免
許
願
書
一
式
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
輸
入
完
成
自
動
車
用
保

管
施
設
用
地
を
造
成
す
る
た
め
に
、
１
１
、
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
公
共
残
土
、
浚
渫
土
砂
、
購
入
山
土
で
埋
め
立
て
る

と
さ
れ
、
こ
の
公
共
残
土
に
名
古
屋
駅
工
事
の
発
生
土
が

含
ま
れ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

搬
入
量
や
土
質
に
つ
い
て
問
う
と
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と(

株)

総
合
開
発
機
構
と
の
民
々
契
約
で
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

で
、
県
は
関
知
し
な
い
と
の
こ
と
。
愛
知
県
情
報
公
開
条

例
に
よ
れ
ば
、
県
の
出

資
額
が
２
５
％
以
上
の

法
人
は
公
開
対
象
と
な

り
ま
す
が
、(

株)

総
合

開
発
機
構
へ
の
県
出
資

は
８
％
な
の
で
対
象
外

で
す
。

名
古
屋
駅
工
事
の
発

生
土
に
関
す
る
や
り
取

り
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、

土
壌
に
含
ま
れ
て
い
る

重
金
属
類
等
の
許
可
基

準
が
内
陸
部
と
海
洋
で

は
異
な
っ
て
い
て
、
海

洋
埋
立
の
方
が
基
準
が

緩
や
か
と
い
う
こ
と
で

す
〈
表
２
〉
。

〝
秘
密
に
さ
れ
る
民
々
契
約
〟

工
事
発
生
土
の
処
分
先
が
こ
の
よ
う
に
変
わ
る
の
は
、

Ｊ
Ｒ
東
海
と
受
け
入
れ
先
と
の
金
銭
を
含
め
た
搬
入
条
件

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
海
と
愛
知
県
珪
砂
鉱
業
協

同
組
合
お
よ
び(

株)

総
合
開
発
機
構
と
の
契
約
内
容
が
分

か
れ
ば
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
考
え
方
の
根
拠
が
分
か
る
の
で
す

が
。
し
か
も
、
愛
知
県
当
局
が
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
言
い
な
り

に
な
っ
て
「
民
々
契
約
」
だ
と
し
て
、
県
民
に
対
し
て
Ｊ

Ｒ
東
海
の
秘
密
を
守
る
た
め
に
懸
命
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
断
じ
て
許
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
小
林
）

2020月1月21日発行（2） 第15号 ストップ！“ リニア ”

愛
知
県
内
の
リ
ニ
ア
工
事
発
生
土
の
行
方

表１発生土量(環境影響評価書より)

発生工事場所 発生土量

春日井市 西尾非常口 １３０

春日井市 坂下非常口 １００

春日井市 神領非常口 ９９

春日井市 勝川非常口 １１

名古屋市 名城非常口 １２０

名古屋市 変電施設 １４

名古屋市 名古屋駅 １７０

合計（単位１万㎥） ６４４

表２ 重金属類の溶出基準比較（mg/l）

重金属類 土壌汚染対策法 海洋埋立基準

水銀及び化合物 0.0005以下 0.005以下

カドミウム及び化合物 0.01以下 0.1以下

鉛及び化合物 0.01以下 0.1以下

六価クロム化合物 0.05以下 0.5以下

シアン化合物 検出されない １ 以下

フッ化物 0.8以下 15 以下



ストップ！“ リニア ”（3） 第15号 2020月1月21日発行

リニアの名城非常口工事は大丈夫か？

下掲の文章は昨年１２月２３日、朝日新聞へ投稿
したものの採用されなかった拙文です。先に朝日
の社会部に対し、工事再開の問題点を取材しては
と要請したのですが、記事化の様子がないことか

ら投稿したといういきさつです。（ここには文中
の湧水の原因だとＪＲ東海が説明した今回の住民
回覧用図と４年前の工事前住民説明会の図を比較
できるよう下部に提示してあります。）

この投稿の直後に朝日新聞夕刊社会面で５回にわたり
「リニア予定地を歩く」とのレポートを掲載していま
す。名古屋は駅東の街の変貌の様子を住職の眼を通し
ての報告でした。残念ながら名城非常口の問題はまだ
取り上げられてはいません。しかし最近の中日新聞の
連載「考えるリニア着工」や静岡新聞での水問題の追
及、毎日新聞の記事等でようやくリニアの問題がマス
コミに取り上げられる状況になりつつあります。
リニアの愛知工区（名古屋・春日井）の拠点となる名
城非常口です。様々な問題を露呈しながらも平然と工
事が進められている現状を、なんとか変えたいものだ
と思う新年です。 （島岡）

1

図① 今回の回覧説明図
図② 四年前の住民説明会資料の図

リ
ニ
ア
名
城
非
常
口
工
事
が
再
開
さ
れ
た
と
い

う
。
し
か
し
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
も
マ
ス
コ
ミ
報
道
で

も
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
異
常

出
水
で
工
事
を
中
断
し
て
い
た
こ
と
を
３
か
月
も

公
に
し
な
か
っ
た
去
年
暮
れ
の
と
き
と
同
様
で
あ

る
。Ｊ

Ｒ
東
海
は
工
事
再
開
に
備
え11

月
中
旬
、
地

域
住
民
へ
「
止
水
工
事
の
完
了
云
々
」
の
資
料
を

回
覧
し
た
よ
う
だ
。
そ
こ
で
は
今
回
の
異
常
出
水

（
湧
水
）
の
原
因
を
複
雑
な
地
層
で
水
の
通
り
道

が
で
き
た
た
め
と
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
説
明

図
に
は
３
年
前
の
住
民
説
明
会
で
使
用
し
た
図
と

は
違
う
も
の
を
使
っ
て
い
る
ば
か
り
か
、
予
想
外

の
地
層
と
説
明
す
る
た
め
の
新
た
な
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
は
し
て
い
な
い
と
い
う
。
果
た
し
て
納
得
し

う
る
説
明
だ
ろ
う
か
。

現
在
名
古
屋
市
の
事
業
と
し
て
、
名
駅
前
菊
井

付
近
の
地
下
を
中
央
雨
水
調
整
幹
線
の
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
（
縮
小
版
リ
ニ
ア
ト
ン
ネ
ル
か
の

よ
う
に
）
。
こ
の
出
発
地
押
切
は
特
段
の
異
常
も

な
く
地
下
６
０
ｍ
を
掘
削
し
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
に

掛
か
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
事
前
調
査
に
ボ
ー

リ
ン
グ
を
２
０
数
本
打
ち
、
そ
の
結
果
を
公
表
し

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
の
事
前
調
査

は
極
め
て
杜
撰
な
ば
か
り
か
、
そ
の
公
表
す
ら
不

十
分
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

先
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
体
感
首
都
直
下
地
震
」
の
な

か
で
全
て
の
地
下
鉄
が
水
没
す
る
様
子
が
描
か
れ

て
い
た
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
時
の
名
古
屋
地
下
７
０
ｍ

の
リ
ニ
ア
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
、
想
い
を
馳

せ
た
も
の
で
あ
る
。

2

「
ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
訴
訟
」

【
年
会
費
納
入
の
お
願
い

】

新
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
旧
年
中
は
ス

ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
訴
訟
を
ご
支
援
い
た
だ

き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

何
か
と
出
費
の
多
か
っ
た
年
末
年
始
。
早
々

に
恐
縮
で
す
が
、
２
０
年
度
年
会
費
の
納
入

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
訴
訟
は
、
愛
知
で

は
当
「
リ
ニ
ア
を
問
う

愛
知
市
民
ネ
ッ
ト
」

と
「
リ
ニ
ア
を
考
え
る
愛
知
県
連
絡
会
」
が

「
訴
訟
愛
知
」
と
し
て
連
携
し
て
会
計
処
理

を
し
て
い
ま
す
。
「
訴
訟
愛
知
」
の
会
計
は
、

前
回
お
届
け
し
ま
し
た
訴
訟
事
務
局
の
会
計

報
告
に
あ
り
ま
す
通
り
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
送

金
い
た
だ
き
ま
し
た
年
会
費
等
は
一
旦
訴
訟

事
務
局
へ
送
金
し
、
後
日
訴
訟
事
務
局
か
ら

振
込
ま
れ
る
還
付
金
お
よ
び
篤
志
家
か
ら
の

カ
ン
パ
で
何
と
か
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

昨
年
４
月
１
日
以
降
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
振

込
手
数
料
と
郵
送
料
の
高
騰
で
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
３
月
３
０
日
の
中
間
判
決
内
容

に
よ
っ
て
は
、
改
め
て
上
訴
費
用
や
カ
ン
パ

を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

先
ず
は
同
封
の
振
込
用
紙
で
「
ス
ト
ッ
プ
・

リ
ニ
ア
！
訴
訟
」
年
会
費
を
納
入
し
て
下
さ

い
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

「
訴
訟
愛
知
」
会
計

塚
田



（4） 第15号 ストップ！“ リニア ” 2020月1月21日発行

『リニア通信』編集発行:リニアを問う愛知市民ネット

「ストップ・リニア！訴訟」の原告・サポーターの皆様

年会費の納入は、同封の振込用紙でお願い致します。

報告 「神領非常口工事状況」

春日井市内では、西尾、坂下、神領、勝川の4か所
の非常口工事がそれぞれ進んでいますが、今回は最
も住宅地に近接している「神領非常口工事」の状況
を報告します。
「神領非常口」工事の様子は県道213号線（篠木尾
張旭線）の熊野陸橋の上から手にとるようにみてと
れます。昨年末の12月28日、いわゆる「ニューマ
チック・ケーソン工法」の「ケーソン（函）」の底
「落とし蓋」部分へのコンクリート打設作業が一日
がかりで行われました（イラスト・写真参照）。こ
の日に投入されたコンクリートの量はミキサー車約
４００台と推測されています。写真画面内の左側に
はJR東海神領車両基地が、奥には住宅が見えます。
この住宅地の先、「神領非常口」から北方約１００
ｍには内津川が流れていて、「非常口（立て坑）」
を掘り進めば大量の地下水が出てくる可能性があり
ます。
地下湧水は「非常口（立て坑）」を掘り進むうえで
最大の阻害要因になります。この地下湧水を防ぐた
めに、「ケーソン」の底(落とし蓋部分)の下側に相
応の「圧縮空気（ニューマチック）」を送りながら

立て坑を堀り進めることになります。また、「ケー
ソン」の底の落とし蓋部分には掘削した土砂を搬出
するため鉄管製の「マテリアルシャフト」と、人が
出入りするための「マンシャフト」が垂直に取り付
けられています。これらのシャフトの中を、土砂や
人を運ぶ「バケット」が上下することになりますが、
出入りの度に圧縮空気を開放することになり、その
騒音が近隣住民の生活に悪影響を及ぼしかねません。

また、圧縮空気をつくるコンプレッサーは昼夜連続
稼働することになり、コンプレッサー由来の低周波
音による睡眠障害も心配されています。「落とし蓋」
の下の土砂を掘削し一定の深さまで掘り進むと「落
とし蓋」を下にずり落とし、その上にコンクリート
壁をリング状に鋳込み「円筒型のケーソン（高さ約
７５ｍ）」をかたち作っていきます。一度に流し込
むコンクリートの量はミキサー車約４００台分で、
月１回の頻度で約２年続くことになっています。ミ
キサー車の出入り口になる県道７５号線関田踏切周
辺には篠原小学校もあり、交通事故や環境汚染が心
配です。なお、今回のコンクリート打設作業は土曜
日に行われ、混乱なく終わったようです。 （大塚）

↑

工事現場全景

白線の囲み

部分を拡大→

手前の円筒の中
にハシゴが

見えます→

掘削土搬出

マンシャフト→

ケーソンの底（落とし蓋）

消音装置

マテリアル
シャフト

マテリアルロック

(圧縮空気遮断装置)

新
聞
以
外
に
目
を
や
れ
ば
、
「
令

和
の
大
事
業
に
な
る
は
ず
だ
っ
た

リ
ニ
ア
新
幹
線
だ
っ
た
が
、
現
状

で
は
ど
う
や
ら
令
和
の
お
荷
物
に

な
り
つ
つ
あ
る
ら
し
い
【ﾄ

ｶ
ﾅ

1/
12

】
」｢･

･
･

全
く
以
て
二
重
に
時
代
錯
誤

で
あ
り
、
技
術
論
的
に
は
『
穴
だ

ら
け
』
で
乗
客
・
乗
員
の
命
を
守

れ
る
の
か
ど
う
か
も
疑
わ
し
い
未

成
熟
な
レ
ベ
ル
で･

･
･

今
年
の
『
こ

ん
な
も
の
要
ら
な
い
』
リ
ス
ト
の

筆
頭
が
こ
れ
で
あ
る
【M

A
G
2
N
E
W
S
1

/
1
5

】
」
と
。
願
わ
く
ば
〝
こ
の
認

識
が
メ
ジ
ャ
ー
に
な
る
日
も
遠
か

ら
じ
〟
と

冬
の
最
中
に
。

(

塚
田)

掘削機が稼働する空間


